
シンポジゥム　皿，RIの全身分布測定

が技術的に困難である．写真濃度を測定する場合でも，

標本の放射活性を測定する場合でも，いつれも相対濃度

の測定は比較的易しいが，絶対濃度の測定は困難である．

　全身オートの核医学の分野での応用例としては，診断，

治療の目的に使用する標識薬物の開発の基礎研究．薬物

の代謝，作用機序の研究．標識物質の分布を指標として

生理機能の変化の研究．生体標識した血球，血小板等に

よる生体機能の研究．放射線防護のための各種放射性核

種の代謝，障害の研究などがすでにわが国でも報告され

ている．

　　　　　　　　　　　　＊

6．　薬物研究に用いる諸動物の

　　　　全身オートラジオグラフィ

　　　　　　佐久間真理　佐藤善重

　　　　　　（田辺製薬　生物研究所）

　今回は中型の動物の全身オートラジォグラフィ（ARG）

の技法とその実例を紹介する．

　演者らが行なっている全身ARGは，主として医薬物

の体内分布とその毒性あるいは薬理作川との関連性を見

出すことが目的の1つである．したがって用いる動物も

マウス，ラットのごとき小動物にかぎらず，毒性実験や

薬理実験等に共通した各種の実験動物について行なえる

ことが望ましい．大きな動物を用いることの利点はほか

に，各臓器がマウスよりはるかに大きいために細部につ

いてマクロレベルでの解析が可能なこと，特殊な投与法

や処理が施しやすいことが挙げられる．

　操作としては，RIを投与後工一テル麻酔下に動物を

ドラィアィス・アセトンまたは液休窒素で凍結する．凍

結完了後動物を金属ステージにCMCで固定したあと，

切片をとりたい部位に応じて余分の箇所を冷却金鋸等で

切り落とす，表面をミクロトームで荒削りして平らにし

たあと，セロテープ法で40～80μ厚さの全身切片を切

りだし，クリオスタット内で乾燥させる．乾燥切片はX

線フィルム等感光材料と密着させて露出し，現像，定着

処理によりARGをえる．

実例一1：毒性との関連

　体重約1kgのカニクザイルに203Hg一無機一エチル，

一 フェニル水銀化合物をそれぞれ腹腔内投与し，20時間後

について脳への分布を詳細に観察するほか，低級アルキ

ル水銀化合物の生体内分布を無機のそれと比較した．両

者とも腎皮質，肝臓に共通して著明に分布していること

が認められた．特に2°3Hg一エチル水銀では各臓器，組
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織とも貯留が著しく，この化合物の組織親和性が他の水

銀化合物に比して高いことが示唆された．

実例一2：薬理作用との関連

　局所麻酔剤3H－Quatacaineを川いて体重9109のネコ

を腰椎麻酔した際の薬物の体内分布を縦断全身切片や，

横断切片について検討した．蜘網膜下腔に注入した薬物

は腔所を上ドに拡がったが胸椎上部以ヒに直接達するこ

とはなかった．局所からの吸収は速やかで血行にのって

全身的な移行がみとめられた．脊髄部では，脊髄周辺，

灰r1質（特に後柱），後根，硬膜ドの神経根に高度に取

り込まれた．脊髄神経節における取り込みは相対的にみ

てとくに高くはなかったが，神経細胞部では線維部に比

較してよりRI濃度が高かった．

　このほか，中耳炎あるいは肉芽腫等を作成した病態動

物を用いたり，運動を負荷した動物を用いたりして，病

理，薬理，生理あるいは代謝実験とタイアップした実験

成績が集積されつつある．この中には，中枢性薬物は一

定の分布のパターンがあることや，アミン系の化合物は

内分泌腺に特異的な取り込みを示すものが多く，ホルモ

ンの分泌の促進あるいは抑制等の作用と関連がある等の

興味あるデーターが含まれる．

　　　　　　　　　　　　＊

7．パルス中性子によるin　vivo放射化分析

一14Mev．速中性子発生装置の医学への応用一

　　　　　　　　　谷　　彰

　　　（1・1本原子力事業NAIG総合研究所）

　　　　　　　　　岩瀬　透

　　　　　　（東京大学　第2内科）

　数マイクロ秒から数秒の半減期をもつ短寿命放射性核

種を対象とした放射化分析は従来例を見ないが，これら

短寿命核種を対象とする放射化分析が可能ならば，その

応川は医学の面において，特に全身（in　vivo）放射化分

析に極めて有効な手段となりえよう．われわれは14

Mev．パルス叩性子発生装置を用いて，短寿命放射性核

種の検出を試み，in　vivo　activation　analysisへの応用

の可能性を検討したので報告する．

　本パルス放射化分析法は，従来の放射化分析法と原理

的には何ら変るところはないが，対象とする核種の寿命

が極めて短かい（半減期：数マイクロ秒ないし数秒）た

めに，　中性子衝撃時間を，　繰返し衝撃を行なっても後

述の例に見られるように，高々数秒程度に抑えることが

できる特長をもっている，　このことは，　in　vivo　acti一
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